
 

 

 

    

   

博士論文（要約） 

 

論文題目 昭和初期左翼運動における権威性確立過程の研究 

       

 

 

氏名 立本 紘之 

 

 



「

昭

和

初

期

左

翼

運

動

に

お

け

る

権

威

性

確

立

過

程

の

研

究

」 
○

目

次 

 

・

は

じ

め

に 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…
 

 

四

頁 

 

・

第

一

章…

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

化

運

動

の

萌

芽

と

同

時

期

の

思

想

状

況 
 

 
 

 
 

 
 

…
 

三

二

頁 

第

一

節…

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

芸

雑

誌

の

創

出

と

知

識

人

の

運

動

参

加 
 

 
 

 
 

 
…

 

三

三

頁 

第

二

節…

一

九

二

〇

年

代

初

頭

ま

で

の

日

本

に

お

け

る

理

論

紹

介

と

思

想

状

況 
 

 
…

 

四

四

頁 

第

三

節…

雑

誌

『

文

芸

戦

線

』

の

創

刊

と

そ

れ

を

取

り

巻

く

状

況 
 

 
 

 
 

 
 

…
 

五

三

頁 

※

小

括 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…
 

五

九

頁 

 

・

第

二

章…

運

動

理

論

の

大

転

換

と

文

化

運

動

組

織

の

再

編 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…
 

六

二

頁 

第

一

節…

福

本

主

義

の

登

場

と

運

動

権

威

形

成

の

萌

芽 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…
 

六

四

頁 

第

二

節…

ス

タ

ー

リ

ン

の

登

場

・

権

威

化

と

、

さ

ら

な

る

権

威

担

保

構

造

の

形

成 
 

…
 

七

六

頁 

第

三

節…

文

化

運

動

の

組

織

化

と

変

容 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…
 

八

一

頁 



※

小

括 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…
 

九

六

頁 

 

・

第

三

章…

文

化

運

動

組

織

の

「

分

離

・

結

合

」

と

そ

の

背

景 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
…

一

〇

一

頁 
第

一

節…

文

芸

組

織

分

裂

・

鼎

立

の

時

代 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
…

一

〇

三

頁 

第

二

節…
二

七

年

テ

ー

ゼ

の

到

来

と

そ

れ

へ

の

対

応 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
…

一

一

四

頁 

 
 

第

三

節…

文

化

運

動

組

織

の

再

分

裂

と

合

同

へ

の

動

き 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…

一

二

二

頁 

※

小

括 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…

一

二

九

頁 

 

・

第

四

章…

文

化

運

動

組

織

の

発

展

と

権

威

構

造

の

形

成 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
…

一

三

四

頁 

第

一

節…

ナ

ッ

プ

の

誕

生

と

「

芸

術

大

衆

化

論

争

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
…

一

三

六

頁 

第

二

節…

ナ

ッ

プ

の

実

践

活

動

と

理

論

の

変

容 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
…

一

六

二

頁 

 
 

第

三

節…

再

度

の

大

衆

化

論

争

と

運

動

原

則

の

確

立 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
…

一

七

三

頁 

※

小

括 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…

一

九

二

頁 

 

・

第

五

章…

一

九

三

〇

年

前

後

の

党

運

動

と

文

化

運

動 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…

二

〇

〇

頁 



第

一

節…

党

運

動

と

文

化

運

動

の

接

触 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…

二

〇

二

頁 

第

二

節…

「

戦

旗

社

」

事

件

と

文

化

運

動

に

お

け

る

党

権

威

の

拡

大 
 

 
 

 
 

 
…

二

一

〇

頁 

 
 

第

三

節…

文

化

運

動

の

方

針

転

換

と

権

威

と

し

て

の

蔵

原

惟

人 
 

 
 

 
 

 
 

 
…

二

二

七

頁 

※

小

括 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…

二

四

七

頁 

 

・

第

六

章…

コ

ッ

プ

結

成

後

の

文

化

運

動

の

進

展

と

衰

退 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
…

二

五

四

頁 

第

一

節…

コ

ッ

プ

新

雑

誌

の

展

開

と

大

衆

化

の

模

索 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
…

二

五

五

頁 

第

二

節…

弾

圧

と

活

動

方

針

を

め

ぐ

る

文

化

運

動

内

部

の

動

き 
 

 
 

 
 

 
 

 
…

二

七

一

頁 

 
 

第

三

節…

組

織

的

党

・

文

化

運

動

の

終

焉

期

に

お

け

る

文

化

運

動

者

の

諸

相 
 

 
 

…

二

八

一

頁 

※

小

括 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…

三

〇

六

頁 

 

・

お

わ

り

に 

 
 

第

一

節 

戦

後

の

党

運

動

と

戦

前

期

文

化

運

動

の

残

照 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…

三

一

六

頁 

 
 

第

二

節 

む

す

び

に

か

え

て 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…

三

三

〇

頁 

 



○

本

文 

本

論

文

全

体

が

、 
立

本

紘

之

『

転

形

期

芸

術

運

動

の

道

標―

戦

後

日

本

共

産

党

の

源

流

と

し

て

の

戦

前

期

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

化

運

動

』（

晃

洋

書

房

、
二

〇

二

〇

年

三

月

、
Ｉ

Ｓ

Ｂ

Ｎ 

９

７

８‐

４‐

７

７

１

０‐

３

３

３

７‐

５ 

 

）

 

 

。

 

 

    

と
し
て
刊
行
さ
れ
る
た
め
全
文
公
表
で
き
ま
せ
ん
 
 



○

参

考

文

献

一

覧 

 

【

論

文

・

寄

稿

文

】 

「

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

美

術

運

動

の

回

顧

５―

永

田

一

脩

氏

に

き

く

」
（
『

美

術

運

動

』

一

〇

四

号

（

日

本

美

術

会 

一

九

七

七

）
） 

「

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

に

た

お

れ

た

人

々

」（
『

多

喜

二

と

百

合

子

』
４
（

多

喜

二
・
百

合

子

研

究

会 

一

九

五

四

）
） 

「

座

談

会 

新

し

い

文

学

運

動

の

出

発―

戦

後

民

主

主

義

文

学

運

動

の

再

検

討―

」
（
『

民

主

文

学

』

７

２

号

（

民

主

主

義

文

学

会 

一

九

七

一

）
） 

「

座

談

会
・
プ

ロ

科

の

運

動

を

め

ぐ

っ

て

」
（

運

動

史

研

究

会

編
『

運

動

史

研

究

』
２
（

三

一

書

房 

一

九

七

八

）
） 

「

生

江

健

次

予

審

訊

問

調

書

」
（
『

運

動

史

研

究

』

３

（

三

一

書

房 

一

九

七

九

）
） 

「

党

創

成

期

の

革

命

家

た

ち

」
（

運

動

史

研

究

会

編

『

運

動

史

研

究

』

９

（

三

一

書

房 

一

九

八

二

） 

「

日

本

で

刊

行

さ

れ

た

レ

ー

ニ

ン

の

著

作

の

目

録

Ⅱ 
戦

前

編

」（
『

前

衛

』
一

九

六

〇

年

七

月

号
（

日

本

共

産

党

出

版

部 

一

九

六

〇

）
） 



い

い

だ

・

も

も 

し

ま

ね

・

き

よ

し

「

宮

本

顕

治

と

神

山

茂

夫

」
（
『

現

代

の

眼

』

１

３

（

１

）
（

現

代

評

論

社 
一

九

七

二

）
） 

タ

ー

ル

ハ

イ

マ

ー

「

理

論

家

と

し

て

の

レ

ー

ニ

ン

」
（

久

留

間

鮫

造

訳

）
（
『

大

原

社

会

問

題

研

究

所

雑

誌

』

３

（

１

）
（

４

）
（

大

原

社

会

問

題

研

究

所 

一

九

二

五

） 

ひ

ろ

し

・

ぬ

や

ま

「

新

ら

し

い

文

化

の

た

め

に

（

下

）
」
（
『

ア

カ

ハ

タ

』

一

九

四

七

年

一

月

八

日

） 

伊

藤

晃
「

日

本

共

産

党

分

派
「

多

数

派

」
に

つ

い

て

」
（

運

動

史

研

究

会

編
『

運

動

史

研

究

』
１
（

三

一

書

房 

一

九

七

八

）
） 

浦

西

和

彦
「

貴

司

山

治

日

記 
一

九

三

四

年
（

昭

和

九

年

）
（

一

）
」
（
『

国

文

学

』
８

１
（

関

西

大

学

国

文

学

会 

二

〇

〇

〇

） 

岡

田

ハ

ル

子
「

岡

田

文

吉

，
臨

終

の

叫

び
（

１

）
」
（
『

毛

沢

東

思

想

研

究

』
一

九

六

七

年

一

一

月

号
（

毛

沢

東

思

想

研

究

会

）
） 

加

藤

哲

郎
「

第

一

次

共

産

党

の

モ

ス

ク

ワ

報

告

書
（

上

）
」（
『

大

原

社

会

問

題

研

究

所

雑

誌

』
四

八

九

号
（

法

政

大

学

大

原

社

会

問

題

研

究

所 

一

九

九

九

） 

加

藤

哲

郎

「

非

常

時

共

産

党

の

真

実

」
（
『

大

原

社

会

問

題

研

究

所

雑

誌

』

４

９

８ 

二

〇

〇

三

） 

貴

司

山

治

「

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

作

家

に

寄

す

る

書

」
（
『

朝

日

新

聞

』

三

三

年

五

月

四

日

） 



貴

司

山

治

「

作

家

の

言

い

分

８ 

正

直

に

申

し

上

げ

る

」
（
『

朝

日

新

聞

』

一

九

三

〇

年

一

二

月

二

一

日

） 
貴

司

山

治

「

私

と

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

」
（
『

文

学

』

３

３

（

３

）
（

岩

波

書

店 

一

九

六

五

） 

貴

司

山

治

「

文

学

大

衆

化

の

明

日

（

１

）
」
（
『

朝

日

新

聞

』

一

九

三

〇

年

四

月

一

八

日

） 

久

板

栄

二

郎
「

芸

術

運

動

と

地

方

機

関

誌

」（

全

日

本

無

産

者

芸

術

聯

盟

関

西

地

方

支

部

協

議

会

機

関

誌
『

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

』

一

九

二

九

年

一

月

創

刊

号

） 

宮

本

顕

治

「

共

産

党

・

労

働

者

党

情

報

局

の

論

評

の

積

極

的

意

義

」
（
『

前

衛

』

四

九

号

（

一

九

五

〇

年

四

月

）
） 

金

子

洋

文
「

エ

ッ

セ

イ 

わ

が

若

き

日

々 

２ 

『

種

蒔

く

人

』
発

刊

と

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

」（
『

月

刊

社

会

党

』

３

２

７

（

日

本

社

会

党

中

央

本

部

機

関

紙

局

一

九

八

三

年

八

月

）
） 

金

斗

鎔
・
江

口

渙
「

朝

鮮

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

運

動

の

史

的

展

望

」（
『

民

主

朝

鮮

』
第

４

年

第

３

１

号
（

民

主

朝

鮮

社 

一

九

四

九

年

九

月

）
） 

窪

川

鶴

次

郎

「

大

衆

文

学

と

ブ

ル

ジ

ョ

ワ

文

学

」
（
『

朝

日

新

聞

』

一

九

三

一

年

一

一

月

一

一

日

） 

栗

原

幸

夫
「
『

日

本

共

産

党

の

六

十

年

』
と

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

化

運

動

」
（

栗

原
『

歴

史

の

道

標

か

ら

』
（

れ

ん

が

書

房

新

社 

一

九

八

九

）
） 

栗

原

幸

夫

・

針

生

一

郎

「

リ

ン

チ

事

件

・

ス

パ

イ

問

題

・

非

常

時

共

産

党

」
（
『

新

日

本

文

学

』

一

九

七

七



年

七

月

号

） 
高

屋

定

国
「

山

川

均

の
「

方

向

転

換

論

」
に

関

す

る

一

考

察

」（
『

キ

リ

ス

ト

教

社

会

問

題

研

究

』
２

号
（

同

志

社

大

学

人

文

社

会

研

究

所 

一

九

五

八

）
） 

佐

藤

一

郎
「
「

プ

ロ

科

」
時

代

の

思

い

出 

前

半

生

を

顧

み

て

」（

運

動

史

研

究

会

編
『

運

動

史

研

究

』
２
（

三

一

書

房 

一

九

七

八

）
） 

佐

野

学

「

コ

ミ

ン

テ

ル

ン

の

批

判

を

読

む

」
（
『

社

会

科

学

』

二

八

年

二

月

号

（

改

造

社 

一

九

二

八

）
） 

堺

利

彦
「

大

正

八

年

の

社

会

的

総

勘

定

」（
『

雄

弁

』
十

一

巻

一

号
（

大

日

本

雄

弁

会

講

談

社 

一

九

一

九

）
） 

山

川

均

「

或

る

青

年

に

与

ふ

」
（
『

進

め

』

第

一

巻

第

三

号

（

進

め

社 

一

九

二

三

）
） 

鹿

地

亘

「

ナ

ル

プ

の

解

散

に

つ

い

て

」
（
『

文

学

評

論

』

一

九

三

四

年

四

月

号

（

ナ

ウ

カ

社 

一

九

三

四

）
） 

手

塚

英

孝

「

神

吉

洋

士

の

こ

と

」
（
『

文

化

評

論

』
（

八

〇

）

一

九

六

八 

勝

部

元

「

共

産

党

の

「

自

主

独

立

」

路

線

と

は

何

か 

国

際

権

威

主

義

の

裏

返

し

」
（
『

エ

コ

ノ

ミ

ス

ト

』

一

九

七

三

年

一

一

月

一

七

日

号

（

毎

日

新

聞

社

）
） 

小

山

弘

健
・
小

山

仁

示
「

大

正

社

会

主

義

の

思

想

分

化

」（
『

思

想

』（

４

６

６

）（

岩

波

書

店 

一

九

六

三

）
） 

小

田

切

秀

雄
「
「

ナ

ッ

プ

の

眼

鏡

を

は

ず

せ

」
の

回

想

と

必

要

な

補

足

」（
『

新

日

本

文

学

』
５

４
（

４

）（

新

日

本

文

学

会 

一

九

九

九

）
） 



小

田

切

秀

雄
「

人

間

性

の

時

代

か

ら―

侮

蔑

の

時

代

と

知

識

人

」
（
『

朝

日

ジ

ャ

ー

ナ

ル

』
８
（

４

１

）
（

朝

日

新

聞

社 

一

九

六

六

） 

小

林

勇

「

人

間

を

書

き

た

い 

１

１ 

二

人

の

エ

ス

ぺ

ラ

ン

テ

ィ

ス

ト 

伊

東

三

郎

と

中

垣

虎

児

郎

」
（
『

文

芸

春

秋

』

５

０

（

１

４

） 

１

９

７

２

） 

針

生

一

郎
「

ソ

ヴ

ェ

ト

芸

術

論

と

蔵

原

惟

人

の

役

割

」（
『

文

学

』（

４

９

）（

３

）（

岩

波

書

店 

一

九

八

一

）
） 

針

生

一

郎

「

ソ

ヴ

ェ

ト

文

芸

理

論

と

日

本

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

」
（
『

文

学

』

四

七

（

九

）
（

岩

波

書

店 

一

九

七

九

）
） 

針

生

一

郎

「

ソ

ヴ

ェ

ト

文

芸

理

論

と

日

本

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学―

平

林

・

中

野

・

蔵

原

を

め

ぐ

っ

て―

」

（
『

文

学

』
（

４

７

）
（

９

）
（

岩

波

書

店 

一

九

七

九

）
） 

杉

浦

晋
「

蔵

原

惟

人

論―

芸

術

大

衆

化

論

争

の

前

史

に

関

す

る

一

考

察

」（
『

稿

本 

近

代

文

学

』
１

７
（

筑

波

大

学

文

芸

・

言

語

学

系

内 

平

岡

研

究

室 
一

九

九

二

）
） 

青

野

季

吉

「

解

放

戦

と

芸

術

運

動

」
（
『

東

京

朝

日

新

聞

』

一

九

二

三

年

八

月

二

五

～

三

〇

日

） 

石

田

英

一

郎

「

学

生

運

動

の

回

顧

」
（
『

思

想

の

科

学

』

第

５

次 

２

６

号

（

思

想

の

科

学

社 

一

九

六

四

）
） 

千

坂

恭

二
「

バ

ク

ー

ニ

ン

と

ク

ロ

ポ

ト

キ

ン 

ア

ナ

キ

ズ

ム

と

マ

ル

ク

ス

主

義

の

対

立

史

観

の

由

来

に

つ

い

て

（
『

情

況

』

二

〇

〇

九

年

五

月

号

（

情

況

出

版 

二

〇

〇

九

） 



川

口

浩

「

青

春

の

雰

囲

気

」
（
『

文

化

革

命

』

一

巻

八

号

（

日

本

民

主

主

義

文

化

連

盟 

一

九

四

八

）
） 

川

内

唯

彦 

き

き

手 

犬

丸

義

一

「

反

宗

教

同

盟

、

唯

研

創

立

の

こ

ろ

」
（
『

現

代

と

思

想

』
（

４

）
（

青

木

書

店 

一

九

七

一

年

六

月

） 

蔵

原

惟

人

（

聞

き

手 

西

田

勝

）
「

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

運

動

に

つ

い

て

」
（
『

文

学

』

三

〇

巻

一

二

号

（

岩

波

書

店 

一

九

六

二

）
） 

蔵

原

惟

人

「

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

運

動

に

つ

い

て

」
（
『

文

学

』

３

０

（

１

２

）
（

岩

波

書

店 

一

九

六

二

）
） 

太

田

慶

太

郎

「

ナ

ッ

プ

創

立

前

後

」
（
『

文

化

評

論

』
（

一

六

）
（

日

本

共

産

党

中

央

委

員

会 

一

九

六

三

）
） 

中

川

成

美

「

ハ

リ

コ

フ

会

議

経

緯―

勝

本

清

一

郎

の

役

割

を

中

心

に―

」
（
『

日

本

近

代

文

学

』

２

８

（

日

本

近

代

文

学

会 

一

九

八

一

） 

中

野

重

治
「

独

立

作

家

ク

ラ

ブ

の

頃―
知

識

人

の

戦

争

体

験

」
（
『

新

日

本

文

学

』
１

１
（

８

）
（

新

日

本

文

学

会 

一

九

五

六

年

八

月

）
） 

中

里

喜

昭

「

わ

り

算

の

文

学

」
（
『

葦

牙

』

３

３

号

（

同

時

代

社 

二

〇

〇

七

年

三

月

） 

田

中

清

玄

『

赤

色

太

平

記

』

第

二

・

三

回

（
『

現

代

』

一

九

七

六

年

二

月

号

・

三

月

号

） 

渡

部

徹

「

日

本

の

マ

ル

ク

ス

主

義

運

動

」
（
『

講

座

マ

ル

ク

ス

主

義

』

１

２

（

日

本

評

論

社 

一

九

六

九

） 

内

野

壮

児

「

日

本

共

産

党

の

教

訓

（

１

１

） 

労

働

農

民

党

と

評

議

会

の

再

建

闘

争

」
（
『

労

働

運

動

研

究

』



五

五

（

労

働

運

動

研

究

所 

一

九

七

四

）
） 

二

村

一

夫

「
『

無

産

者

新

聞

小

史

』
（

上

）
（
『

大

原

社

会

問

題

研

究

所

資

料

室

報

』
（

２

４

７

）
（

法

政

大

学

大

原

社

会

問

題

研

究

所

資

料

室 

一

九

七

八

）
） 

平

林

初

之

輔

「

芸

術

の

「

面

白

さ

」
」
（
『

朝

日

新

聞

』

一

九

二

八

年

六

月

二

五

日

） 

立

本

紘

之
「

一

九

二

〇

年

代

日

本

左

翼

運

動

に

お

け

る
「

知

」
の

転

換―

ド

イ

ツ

か

ら

ロ

シ

ア

へ―

」
（
『

東

京

大

学

日

本

史

学

研

究

室

紀

要

』

１

７

号

（

東

京

大

学

日

本

史

学

研

究

室 

二

〇

一

三

） 

立

本

紘

之
「

書

評 

大

和

田

茂

著
『

社

会

運

動

と

文

芸

雑

誌

』
」（
『

大

原

社

会

問

題

研

究

所

雑

誌

』
６

５

６

号

（

法

政

大

学

大

原

社

会

問

題

研

究

所 

二

〇

一

三

） 

立

本

紘

之

「

書

評 

尾

西

康

充

著

『

小

林

多

喜

二

の

思

想

と

文

学―

貧

困

・

格

差

・

フ

ァ

シ

ズ

ム

の

時

代

に

生

き

て

』
」（
『

大

原

社

会

問

題

研

究

所

雑

誌

』
６

７

１
・
６

７

２

号
（

法

政

大

学

大

原

社

会

問

題

研

究

所 

二

〇

一

四

） 

立

本

紘

之

「

昭

和

初

期

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

化

運

動

の

組

織

化

に

伴

う

運

動

権

威

の

形

成

」
（
『

東

京

大

学

日

本

史

学

研

究

室

紀

要

』

１

５

号

（

東

京

大

学

日

本

史

学

研

究

室 

二

〇

一

一

） 

林

房

雄
「

プ

ロ

レ

タ

リ

ヤ

文

学

と
「

大

衆

文

芸

」
の

関

係
（

中

）
」
（
『

読

売

新

聞

』
一

九

二

九

年

一

月

一

七

日

） 



 
【

書

籍

】 

『

伊

東

三

郎 

高

く 

た

か

く 

遠

く

の

方

へ 

遺

稿

と

追

憶

』
（

土

筆

社 

一

九

七

四

） 

『

岩

波 

哲

学

・

思

想

事

典

』
（

岩

波

書

店 

一

九

九

五

） 

『

岩

波

社

会

思

想

事

典

』
（

岩

波

書

店 

二

〇

〇

八

） 

『

近

代

日

本

社

会

運

動

史

人

物

大

事

典

』

二

（

日

外

ア

ソ

シ

エ

ー

ツ 

一

九

九

七

年

） 

『

社

会

問

題

資

料

叢

書 
１

１

号 

日

本

共

産

党

に

対

す

る

批

判 

其

の

二
（

思

想

研

究

資

料

特

輯

１

５

号

）
』

（

社

会

問

題

資

料

研

究

会 
一

九

七

三

） 

『

集

英

社 

世

界

文

学

大

事

典

』

５

（

集

英

社 

一

九

九

七

） 

『

日

本

の

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

』
（

青

木

書

店 

一

九

五

六

） 

『

日

本

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

大

系

』

五

巻

（

三

一

書

房 

一

九

五

五

） 

『

日

本

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

評

論

集

』
３
「

平

林

初

之

輔

、
青

野

季

吉

集

」（

新

日

本

出

版

社 

一

九

九

〇

） 

『

日

本

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

評

論

集

』
７
「

後

期

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

評

論

集

」
２ 

（

新

日

本

出

版

社 

一

九

九

〇

） 

『

日

本

共

産

党

の

五

十

年

』
（

日

本

共

産

党

中

央

委

員

会

機

関

紙

経

営

局 

一

九

七

二

） 



『

日

本

共

産

党

の

六

十

年

』
（

日

本

共

産

党

中

央

委

員

会

出

版

局 

一

九

八

二

） 
『

日

本

共

産

党

の

六

十

五

年

』
（

日

本

共

産

党

中

央

委

員

会

出

版

局 

一

九

八

八

） 

『

日

本

共

産

党

の

七

十

年

』
（

新

日

本

出

版

社 

一

九

九

四

） 

『

日

本

近

代

文

学

大

事

典

』

第

四

巻

・

第

五

巻

（

日

本

近

代

文

学

館 

一

九

七

七

） 

ケ

ヴ

ィ

ン
・
マ

ク

ダ

ー

ミ

ッ

ト 

ジ

ェ

レ

ミ

ー
・
ア

グ

ニ

ュ

ー
（

萩

原

直

訳

）『

コ

ミ

ン

テ

ル

ン

史 

レ

ー

ニ

ン

か

ら

ス

タ

ー

リ

ン

へ

』
（

大

月

書

店 

一

九

九

八

） 

マ

ル

ク

ス

『

イ

ン

タ

ナ

シ

ョ

ナ

ル

』
（

新

日

本

出

版

社 

二

〇

一

〇

） 

伊

藤

晃

『

天

皇

制

と

社

会

主

義

』
（

勁

草

書

房 

一

九

八

八

） 

浦

西

和

彦

『

浦

西

和

彦 

著

述

と

書

誌

』

第

三

巻

（

和

泉

書

院 

二

〇

〇

八

） 

塩

沢

富

美

子

『

野

呂

栄

太

郎

の

思

い

出

』
（

新

日

本

出

版

社 

一

九

七

六

） 

奥

平

康

弘

『

治

安

維

持

法

小

史

』
（

岩

波

現

代

文

庫 

二

〇

〇

六

） 

刊

行

委

員

会

編

『

山

本

正

美

裁

判

関

連

記

録

・

論

文

集

』
（

新

泉

社 

一

九

九

八

） 

関

幸

夫

『

山

川

イ

ズ

ム

と

福

本

イ

ズ

ム

』
（

新

日

本

出

版

社 

一

九

九

二

） 

岩

崎

昶

『

日

本

映

画

私

史

』
（

朝

日

新

聞

社 

一

九

七

七

）

二

一

頁 

亀

山

幸

三

『

戦

後

日

本

共

産

党

の

二

重

帳

簿

』
（

現

代

評

論

社 
一

九

七

八

） 



亀

山

幸

三

『

代

々

木

は

歴

史

を

偽

造

す

る

』
（

経

済

往

来

社 

一

九

七

六

） 
宮

本

顕

治

『

宮

本

顕

治

文

芸

評

論

選

集

』

第

一

巻

（

新

日

本

出

版

社 

一

九

八

〇

） 

金

子

洋

文

『

種

蒔

く

人

伝

』
（

労

働

大

学 

一

九

八

四

） 

栗

原

幸

夫
『

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

と

そ

の

時

代

』（

平

凡

社 

一

九

七

一 

増

補

新

版 

イ

ン

パ

ク

ト

出

版

会 

二

〇

〇

四

） 

犬

丸

義

一

『

第

一

次

共

産

党

史

の

研

究

』
（

青

木

書

店 

一

九

九

三

） 

江

口

渙

『

た

た

か

い

の

作

家

同

盟

記

』

上

・

下

（

新

日

本

出

版

社 

一

九

六

八

） 

荒

畑

寒

村

『

寒

村

自

伝

』
（

岩

波

文

庫 

一

九

七

五

） 

国

史

大

辞

典

編

集

委

員

会

編

『

国

史

大

辞

典

』

第

十

二

巻

（

吉

川

弘

文

館 

一

九

九

一

） 

黒

川

伊

織

『

帝

国

に

抗

す

る

社

会

運

動 
第

一

次

共

産

党

の

思

想

と

運

動

』
（

有

志

舎 

二

〇

一

四

） 

佐

々

木

孝

丸

『

風

雪

新

劇

志

』
（

現

代

社 
一

九

五

九

） 

笹

本

寅

『

文

壇

郷

土

誌 

プ

ロ

文

学

篇

』
（

公

人

書

房 

一

九

三

三

） 

山

川

菊

栄

・

向

坂

逸

郎

編

『

山

川

均

自

伝

』
（

岩

波

書

店 

一

九

六

一

） 

山

田

清

三

郎

『

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

史

』

下

（

理

論

社 
一

九

五

四

） 

山

辺

健

太

郎

編
『

現

代

史

資

料

』
（

１

４

）
・
（

１

９

）
・
（

２

０

）
（

み

す

ず

書

房 

一

九

六

四

・
一

九

六

七

・



一

九

六

八

） 
山

辺

健

太

郎

編

『

続

・

現

代

史

資

料

』
（

２

）
（

６

）
（

み

す

ず

書

房 

一

九

八

二

・

一

九

八

六

） 

山

本

正

美

『

激

動

の

時

代

に

生

き

て 

一

共

産

主

義

者

の

手

記

』
（

マ

ル

ジ

ュ

社 

一

九

八

五

） 

志

賀

義

雄

『

志

賀

義

雄

選

集

』

１

（

五

月

書

房 

一

九

九

一

） 

鹿

地

亘

『

自

伝

的

な

文

学

史

』
（

三

一

書

房 

一

九

五

九

） 

鹿

地

亘

『

文

学

運

動

の

新

し

い

段

階

の

た

め

に

』
（

国

際

書

院 

一

九

三

三

） 

『

種

蒔

く

人

』
『

文

芸

戦

線

』

を

読

む

会

編

『

フ

ロ

ン

テ

ィ

ア

の

文

学

：

雑

誌

『

種

蒔

く

人

』

の

再

検

討

』

（

論

創

社 

二

〇

〇

五

） 

秋

田

雨

雀

・

江

口

渙

監

修

『

総

合

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

芸

術

講

座

』

２

（

内

外

社 

一

九

三

一

） 

勝

本

清

一

郎

『

こ

こ

ろ

の

遠

近

』
（

朝

日

新

聞

社 

一

九

六

五

） 

小

林

峻

一

・

鈴

木

隆

一

『

ス

パ

イ

Ｍ

謀

略

の

極

限

を

生

き

て

』
（

徳

間

書

店 

一

九

八

〇

） 

松

本

正

雄

『

過

去

と

記

憶

』
（

光

和

堂 

一

九

七

四

） 

松

本

清

張

『

昭

和

史

探

訪

』
「

ス

パ

イ

“

Ｍ

”

の

謀

略

」
（

文

芸

春

秋 

一

九

七

八

） 

神

山

茂

夫

『

日

本

共

産

党

と

は

な

ん

で

あ

る

か 

生

き

た

事

実

で

描

く

共

産

党

戦

後

史

へ

の

疑

問

』
（

自

由

国

民

社 

一

九

七

二

） 



青

野

季

吉

『

文

学

五

十

年

』
（
『

近

代

作

家

研

究

叢

書 

７

６

』
（

日

本

図

書

セ

ン

タ

ー 

一

九

九

〇

）
） 

青

野

季

吉

『

文

学

的

人

生

論

』
（

櫻

井

書

店 

一

九

四

七

） 

石

河

康

国

『

マ

ル

ク

ス

を

日

本

で

育

て

た

人 

評

伝

・

山

川

均 

Ⅰ

』
（

社

会

評

論

社 

二

〇

一

四

） 

石

堂

清

倫

『

わ

が

異

端

の

昭

和

史

』

上

（

平

凡

社 

二

〇

〇

一

） 

川

口

浩

『

文

学

運

動

の

中

で

生

き

て

』
（

中

央

大

学

出

版

部 

一

九

七

一

） 

浅

野

晃

『

英

雄

色

を

好

む

・

は

だ

か

交

友

録

』
（

大

樹

書

房 

一

九

六

一

） 

増

山

大

助

『

戦

後

左

翼

運

動

人

士

』
『

戦

後

期

左

翼

人

士

群

像

』
（

つ

げ

書

房

新

社 

二

〇

〇

〇

） 

蔵

原

惟

人

『

蔵

原

惟

人

書

簡

集

』
（

日

本

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

作

家

同

盟

出

版

部 

一

九

三

三

） 

蔵

原

惟

人

『

蔵

原

惟

人

評

論

集

』

第

四

巻

（

新

日

本

出

版

社 

一

九

六

七

） 

蔵

原

惟

人

・

手

塚

英

孝

編

『

物

語 

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

運

動

』

上

（

新

日

本

出

版

社 

一

九

六

七

） 

村

山

知

義

『

演

劇

的

自

叙

伝

』

３

（

東

方

出

版

社 

一

九

七

四

） 

村

田

陽

一

編

『

資

料

集 

初

期

日

本

共

産

党

と

コ

ミ

ン

テ

ル

ン

』
（

大

月

書

店 

一

九

九

三

） 

太

田

慶

太

郎

『

私

の

歩

ん

だ

道

』
（

一

九

八

六

） 

池

田

寿

夫

『

日

本

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

運

動

の

再

認

識

』
（

三

一

書

房 

一

九

七

一

） 

竹

内

洋

『

学

歴

貴

族

の

栄

光

と

挫

折

』
（
『

日

本

の

近

代

』

１

２

（

中

央

公

論

新

社 

一

九

九

九

） 



中

村

拡

三

編

『

資

料

集

成 

小

さ

な

同

志

：

日

本

に

お

け

る

ピ

オ

ネ

ー

ル

運

動

そ

の

全

貌

』

Ⅰ

（
『

資

料

集

成 
小

さ

な

同

志

』

刊

行

委

員

会 

一

九

九

三

） 

土

方

正

巳

『

都

新

聞

史

』
（

日

本

図

書

セ

ン

タ

ー 

一

九

九

一

） 

筒

井

清

忠

『

日

本

型

「

教

養

」

の

運

命

』
（

岩

波

書

店 

一

九

九

五

） 

内

務

省

警

保

局

編

『

社

会

運

動

の

状

況

』

昭

和

二

年

・

昭

和

四

年

・

昭

和

五

年

・

昭

和

八

年 

鍋

山

貞

親

『

私

は

共

産

党

を

す

て

た

』
（

大

東

出

版

社 

一

九

四

九

） 

飛

鳥

井

雅

道

『

日

本

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

史

論

』
（

八

木

書

店 

一

九

八

二

） 

尾

形

半

『

特

高

警

察

読

本

』
（

松

華

堂

書

店 

一

九

三

二

） 

尾

形

明

子

『

女

人

藝

術

の

世

界 
長

谷

川

時

雨

と

そ

の

周

辺

』
（

ド

メ

ス

出

版 

一

九

八

〇

） 

尾

崎

庄

太

郎

『

わ

れ

、

一

粒

の

麦

と

な

り

て

』
（

結

書

房

（

発

売

は

桐

原

書

店

）

二

〇

〇

七

） 

不

破

哲

三

『

小

林

多

喜

二 

時

代

へ

の

挑

戦

』
（

新

日

本

出

版

社 

二

〇

〇

八

） 

富

士

辰

馬

『

レ

ー

ニ

ン

線

上

を

歩

む

ソ

ウ

エ

ー

ト

連

邦

』
（

平

野

書

房 

一

九

二

七

） 

富

田

武

・

和

田

春

樹

編

訳

『

資

料

集 

コ

ミ

ン

テ

ル

ン

と

日

本

共

産

党

』
（

岩

波

書

店 

二

〇

一

四

） 

布

施

勝

治

『

レ

ー

ニ

ン

の

ロ

シ

ア

と

孫

文

の

支

那

』
（

燕

塵

社 

一

九

二

七

） 

風

間

丈

吉

『
『

非

常

時

』

共

産

党

』
（

三

一

書

房 

一

九

七

六

） 



福

本

和

夫

『

非

合

法

時

代

の

思

い

出

』
（

イ

ン

タ

ー

プ

レ

ス 

一

九

七

七

） 
福

本

和

夫

『

福

本

和

夫

著

作

集

』

第

一

〇

巻

（

こ

ぶ

し

書

房 

二

〇

一

〇

） 

兵

本

達

吉

『

日

本

共

産

党

の

戦

後

秘

史

』
（

新

潮

文

庫 

二

〇

〇

八

） 

平

出

禾

『

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

化

運

動

に

就

て

の

研

究

』
（

柏

書

房 

一

九

六

五

） 

平

野

謙

『
『

リ

ン

チ

共

産

党

事

件

』

の

思

い

出

』
（

三

一

書

房 

一

九

七

六

） 

民

主

評

論

編

集

部

編

『

闘

い

の

あ

と

』
（

民

主

評

論

社 

一

九

四

八

） 

立

花

隆

『

日

本

共

産

党

の

研

究

』
（

二

）
（

講

談

社

文

庫 

一

九

八

三

） 

立

野

信

之

『

青

春

物

語

』
（

河

出

書

房

新

社 

一

九

六

二

） 

林

房

雄

『

消

え

ぬ

夢

』
（

一

九

八

二

） 

林

房

雄

『

文

学

的

回

想

』
（

新

潮

社 
一

九

五

五

） 

林

房

雄

『

浪

漫

主

義

の

た

め

に

』
（

文

学

界

社 

一

九

三

六

） 

鈴

木

卓

郎

『

新

聞

記

者

の

共

産

党

研

究

』
（

経

済

往

来

社 

一

九

七

五

） 

脇

村

義

太

郎

『

東

西

書

肆

街

考

』
（

岩

波

新

書 

一

九

七

九

） 

鷲

田

小

弥

太

『

野

呂

栄

太

郎

と

そ

の

時

代

』
（

北

海

道

新

聞

社 

一

九

八

八

） 

壺

井

繁

治

『

激

流

の

魚

』
（

立

風

書

房 

一

九

七

七

） 



 
【

定

期

刊

行

物

】 

『

ア

カ

ハ

タ

』

一

九

四

七

年

一

月

二

八

日 

『

イ

ン

タ

ナ

シ

ョ

ナ

ル

通

信

』

二

六

年

一

二

月

八

日

（

産

業

労

働

調

査

所

） 

『

ナ

ッ

プ

』

復

刻

版

（

戦

旗

復

刻

版

刊

行

会 

一

九

七

八

） 

『

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

科

学

』

復

刻

版

（

法

政

大

学

出

版

局 

一

九

七

九

～

一

九

八

〇

） 

『

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

芸

術

』

複

製

版

（

戦

旗

復

刻

版

刊

行

会 

一

九

八

〇

） 

『

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

化

』

複

製

版

（

戦

記

復

刻

版

刊

行

会 

一

九

七

九

） 

『

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

』

複

製

版

（

日

本

近

代

文

学

館 

一

九

七

二

） 

『

マ

ル

ク

ス

主

義

』

覆

刻

版

（

法

政

大

学

出

版

局 

一

九

七

一

～

一

九

七

三

） 

『

改

造

』

二

七

年

六

月

号

（

改

造

社

） 

『

社

会

思
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本論文は主に昭和初期日本において、共産党の影響を受けた社会運動の内部

で「権威」がどのように形成・確立されていったかという問題を、プロレタリ

ア文化運動を対象として考察する。戦前期日本共産党がわずかな期間を除いて

は地下潜行的活動を展開する「見えない」党だった状況の中、当該期日本左翼

運動の合法面つまり「見える」部分を広く担っていた文化運動関係者が、地下

の見えない党を権威として受け入れていく過程を分析すると共に、戦後その関

係者の多くが党中枢に関与することになる戦前期文化運動における党の権威

の形成過程から戦後党運動に繋がる特質などを視野に入れた分析を行った。 

 論文は六つの章から構成されている。第一章「プロレタリア文化運動の萌芽

と同時期の思想状況」では、1921（大正 10）年のプロレタリア文芸雑誌『種

蒔く人』創刊から、1924（大正 13）年の『文芸戦線』創刊と同誌を中心とし

た活動高揚期までを対象に検討した。 



当該期の文芸系知識人は社会運動への参画意識を強く持ち、左翼運動におけ

る自らの有用性を示すことを目的に運動論を展開していった。だが当時の文化

運動は、左翼運動総体と同じく社会主義的意識を持つレベルの雑誌同人集団に

過ぎなかった。 

また運動理論面を見ると 1920年代前半は、ロシア革命の原動力となった新

しい社会主義「ボルシェビズム」の実態が、社会主義者の雑誌論稿などで徐々

に日本に伝播し出した時期でもある。それらはまだ明治期以来の社会主義者た

ちによる「紹介」、そして運動に役立たせることを目的とした「伝道」の段階

に留まっていたことを指摘した。 

こうした状況が変化するのは、社会主義理論雑誌『マルクス主義』に福本和

夫が登場した 1924年末であるが、第二章「運動理論の大転換と文化運動組織

の再編」では、その時期から 1927（昭和 2）年前半までを対象に検討した。

福本和夫の理論の特質としては、彼の説く「分離・結合」という運動理論が、

現実の事件によりその確かさを証明されると同時に、マルクス・レーニンの原

典に基づく「マルクス・レーニンによって担保」された理論という点が挙げら

れる。また社会運動組織化の時代を迎え、これまでの「紹介」でなく強い「目

的」を提示し、人々を牽引するには福本の理論は極めて有用であった。 

加えてこの時期レーニン・スターリン文献が日本へ到来し始める。それは福

本の権威を強化するのみならず、社会運動における知的源泉が「革命の祖国」

ロシアへと向かう潮流を生み、日本の革命主導理論はマルクス主義からマルク

ス・レーニン主義へと移行し始めていった。 

こうした思想状況の中で文化運動も組織化の時代を迎え、同時に学生中心の

若い構成員が増加する。そして彼らが福本の影響を強く受けていたことから文

化運動に「目的意識」と「権威主義」が持ち込まれ、単なる運動参加でなく政

治運動への没入が志向されていく。 

第三章「文化運動組織の「分離・結合」とその背景」では 1927年中盤から

翌 1928（昭和 3）年初頭までを対象に検討した。当該期の文化運動では二度

の組織分裂が起こるが、そこではそれに関係した人々が「党の存在」を感じ取

り、当時の最先端理論で武装することで権威に担保されたという意識を持ちな

がら組織分裂を引き起こした点が共通している。だがその分裂に際し「党指導」



に値する強い働きかけは存在しなかった。 

理論面に話を移すと、この時期の一大事件がコミンテルンから下された「二

七年テーゼ」である。同テーゼに関しては旧来問題視されて来たその受容自体

よりも、権威の観点から見れば受容以前の日本で福本理論という外的権威に担

保された理論に基づく他律的な運動が展開されていたことこそが、テーゼ受け

入れを不可避なものにした点が問題となる。 

またテーゼ受容と共に日本の社会運動における知的源泉がドイツを中心と

するヨーロッパから完全にロシアへ移行したことも大きい。そしてこの知の変

遷期に二七年テーゼ梗概の初訳出などで左翼論壇に登場したロシア知の保持

者、蔵原惟人が当該期以降、ロシアの最先端理論の訳出・適用を積極的に行い、

運動の中で権威を勝ち得たことを指摘した。 

第四章「文化運動組織の発展と権威構造の形成」では 1928年 3月の文化運

動統一組織「ナップ」の誕生から、1930（昭和 5）年上半期までを対象に考察

する。 

ナップ結成後半年間の「芸術大衆化論争」は、三・一五事件後の急速な組織

合同に伴う意見刷り合わせのため必要不可避だったが、現実運動局面からの要

請により問題先送りの形で終止符が打たれる。 

翌 1929（昭和 4）年のナップの実践活動の進展と客観的情勢成熟の判断は、

文化運動の方針転換を齎し、見えない党を自発的に権威化する方向へ向かう。

そしてこの方針転換を主導した蔵原惟人が情勢に応じて外来理論を選び取り、

適用する運動スタイルを体得したことが以後の運動に大きな影響を与えてい

く。 

その後 1929～30年にかけての運動進展に伴い、再度の大衆化論争が発生す

る。そこでは文化運動の「立ち遅れ」を強調した上で運動の「原則性」の浸透、

組織運動のラディカルな方向への変容が起こるが、この論争の過程などを通し

「模範的共産主義者」としての振る舞いを蔵原惟人が見せ続けたことが原則性

の希求傾向と蔵原の権威化を更に加速させたことを指摘した。 

このように地下の党を権威として活動を展開していった文化運動と日本共

産党の本格的接触は 1929年に始まるが、そこから 1931（昭和 6）年までを対

象に検討したのが第五章「一九三〇年前後の党運動と文化運動」である。 



党運動との接触はまず「模範的共産主義者」蔵原惟人らを媒介に始まる。そ

のことは一般党員に蔵原を通して党の姿を見せることに繋がり、党の権威に加

え党運動の体現者としての彼の権威が更に強固なものとなっていく。 

だが 1930年下半期その蔵原不在の中、党運動史上初めて一からの中央部再

建を余儀なくされた状況で、質量共に大きな勢力となっていた文化運動が、党

再建を担う諸団体の綱引きの場となる（「戦旗社」独立事件）。この際問題とな

るのが、現実には存在しない「党の権威」が有形無形の形で行使され、既に党

を権威としていた文化運動がそれを拒否出来なかったことである。 

翌 1931年に蔵原惟人が日本の運動の場に復帰し、彼により文化運動の方針

転換が提起される。この方針転換については旧来考えられていた「党指導」の

産物ではなく、文化人の側が党の権威を組織運営のため自発的に利用し、文化

人が党員となり文化運動を直接「指導」することで、運動停滞状況の打破を目

指し、所謂「蔵原路線」と呼ばれる新方針採用に至ったというのが適切である

と指摘した。 

上記の方針転換に従い文化運動横断的統一組織「コップ」が設立された 1931

年末から 1934（昭和 9）年初頭の組織的文化運動の終焉までについて考察し

たのが第六章「コップ結成後の文化運動の進展と衰退」である。 

設立当初のコップ傘下団体新雑誌では、これまでの運動経験を踏まえ「大衆

化」の試みが多様な形で試みられた。 

しかし 1932（昭和７）年 3 月以降の文化運動への相次ぐ検挙で指導者蔵原

らを失い運動は停滞、残された党員文化人（宮本顕治・小林多喜二ら）は立ち

遅れ意識の強調に代表される蔵原路線の墨守的態度に終始していく。こうした

状況に対する党員文化人とプロレタリア作家の相克や、作家内での「文学への

回帰」意識の発生等を経て、財政難や治安維持法改正問題などに伴い 1934年

初頭に文化運動は組織的活動を休止することになる。 

また同時期党員文化人宮本顕治が党中央に引き上げられるが、そこで見た党

中央の現実と政治的蹉跌経験の中で宮本は、状況に合わせて理論を切り替える

蔵原のやり方の重要性及び、そうした理論切り替えを有効に機能させるため、

「一枚岩の前衛党」で適切な指導者が権力を安定して保持し続けることの重要

性を体得した。そしてこの宮本の「政治的覚醒」が彼を蔵原の一フォロワーか



ら指導的性質を備えた存在へと変化させ、戦後の「政治家 宮本顕治」に繋が

る原型を形作ったことを指摘した。 

「おわりに」の前半ではこれまでの論を踏まえて、戦後の党運動・文化運動

を対象に概括的に検討した。 

これまでの章で述べた蔵原の理論的生産性と、権威によって文化運動を統御

し状況に合わせて運動を変容させるスタイルを受け継いだ宮本は、戦後それを

「党運動」という政治領域に持ち込んだ。そして「五〇年問題」解決後の党中

央掌握過程で宮本は、状況に応じた理論的切り替えを行い、それを可能にし得

る理論的人材を育成しながら「自主独立」路線を確立すると共に、革命集団、

言わば「政社」の延長線上の存在であった日本共産党を民主主義社会の活動に

堪え得る「政党」へと変容させた。 

更にこうした運動の影で、理論切り替えの出来る組織権力を保持した宮本は

自らの理論・運動の一貫した「確からしさ」を遡及的に確立させる言説を成し

ていく。それにより戦前の党運動がある種「神話化」していったことこそが「党

指導」意識を左翼運動の領域に浸透させた大きな要因の一つであることを指摘

した。 

 次いで同章後半では結語として、戦前期文化運動の生成・発展過程における

「見えない」党を権威とする構造の形成と、その媒介となる「模範的共産主義

者」が状況に合わせた理論切り替え・運動指導を適切に行うことを理想とする

特異な運動のあり方が、文化運動という特異な場から生成されたことの意義を

述べる。 

 更にこうした運動のあり方に基づく宮本体制の確立と、それによる日本共産

党の「政党化」にこそ、戦前期と戦後期の共産党運動の連続性はあり、そうし

た意味でも共産党運動における権威の確立過程及び、その生成物である「模範

的共産主義者による理論の切り替え」という運動スタイルを研究する意義があ

ることを強調した。 


